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2.3  日本図書館協会の取り組み 
 日図協図書館政策特別委員会は、1983 年に
「公立図書館の任務と目標」の素案の作成を開
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 このうち、第 1章 4と第 3章 3 は、1988 報
告を反映したものである。 













































































































































































































































































貸出サービスの目標 人口 20 万人の都市に












史』「第 3 編第 12章第 1節一 文部省の行政






史』「第 3 編第 2章第 2節一 生涯学習推進
























  委員会名簿（平成 2 年 8 月 28 日～平成 4 年
8 月 27日）」を収録している（p.444）。 
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表１ 「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」1972・1973・1992  
数値目標比較表 
 
 1972部会案  1973基準案 1992基準 
市町村立図書館    
登録者               人口の15％ なし なし 
貸出                     人口の 2倍  なし 4冊 
増加冊数(市立) 
（町村立） 
人口1,000人当り125冊以上   
2,000冊以上 
同じ        
2,000冊以上 
開架冊数の5分の1 
開架冊数                              
 
  人口に比例 
5段階（逓減） 
(1万人未満～60万人以上) 
蔵書   （分館）  15,000冊以上  なし 
職員   (市立)  
（町村立）                                






施設   (分館) 対象人口当たり総面積 
4段階(同間隔) 





    
都道府県立図書館    
増加冊数       30,000冊以上   同（3万冊以上） なし 
蔵書                 30,0000冊以上  同（30万冊以上） なし 
職員         75人以上（50人+25人） 同 なし 
施設 なし なし なし 
    
 
 
